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※上図は天板幅 1800mm サイズ例です。天板幅 1500mm サイズ以下は中央のボルト固定⽳無しです。 

お取引先各位 
 

2026 年 7 ⽉吉⽇ 
⼭⾦⼯業株式会社 ルート営業部 

執⾏役員 部⻑ 辻本 保⽂ 
 

ワークテーブル部材の仕様変更（品質向上）に関するご案内 
 
拝啓 貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご⾼配を賜り、厚く御礼申し上
げます。 

さて、この度弊社ではワークテーブルのさらなる品質向上と⻑期的な安定性の確保を目的として、ワ
ークテーブル⽤部材[天板]および天板下フレーム[天枠]固定位置に関する仕様を段階的に変更させ
ていただくこととなりました。なお、今回の仕様変更はさらなる品質向上目的であり、従来商品の品質に
問題はございませんのでご安⼼ください。お客様にはご不便をおかけすることもあるかと存じますが、何卒
ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

敬具 
記 

1. 変更の詳細 
1) 対象商品…ワークテーブル全般 

(昇降傾斜タイプ/フライトタイプ/ステンレスワークテーブル/マルチワークテーブルを除く) 
2) 取付位置変更部材…ワークテーブル⽤[天板]、および天板下フレーム[天枠] 
3) 変更開始予定時期…2026 年 9 ⽉頃より順次変更いたします。 
4) 変更内容 

[天板]と [天枠]の固定位置を現状より外側に変更します。下記記載順に順次実施いたします。 
[新天枠１]…新天板固定⽤の⽳を既存⽳の外側に増設します。 
[新 天 板]…天板固定⽤の⽳位置を現状より外側に変更します。 
[新天枠２]…旧仕様の天板の在庫がなくなり次第、既存⽳を無くします。 
※組⽴後の商品外観に変更はございません。 
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2. 変更の目的 
今回の変更は、製品を末永く安全にご愛⽤いただくための取組みであり以下の点を主眼としております。 
 
1) 環境変化に対する耐久性の向上 

⾼気温や⾼湿度といった、部材への負荷がかかりやすい使⽤環境においても、より安定した性能を発
揮できるよう設計を⾒直しました。これにより、従来以上に環境に左右されず、良好なコンディションで
製品をご使⽤いただけます。 

 
2) 段階的な移⾏による柔軟な対応 

お客様への供給を滞らせることなく、スムーズに新仕様へ移⾏するため、一定期間、新旧双方の仕
様に対応可能な「共⽤部材」をお届けいたします。[天枠]に複数の固定⽤⽳が設けられている場合
がございますが、これは移⾏期における互換性を確保するためのものであり、製品の安全性や強度、
品質に影響を与えるものではございませんので、ご安⼼ください。 
 

3) メーカーとしての品質へのこだわり 
弊社は常に「お客様の安全」と「現場での使いやすさ」を最優先に考えております。今回の仕様変更
も、⻑期間の使⽤に耐えうる製品をお届けしたいというメーカーとしての姿勢に基づくものです。 

 
なお、本仕様変更が完全に完了するまでには、⻑期にわたる期間を要する⾒込みです。お手元に届

く製品の仕様や、組み⽴て・ご使⽤方法についてご不明な点がございましたら、弊社担当窓口まで何な
りとお申し付けください。今後とも、より良い製品づくりに努めてまいりますので、変わらぬご愛顧を賜ります
ようお願い申し上げます。 

以上 


